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俊

英

一

周
知
の
よ
う
に
曹
洞
宗
に
お
け
る
授
戒
は
、
道
元
禅
師
の
説
に
基
づ

き
、
十
六
条
を
も
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
。
数
だ
け
を
み
る
と

い
か
に
も

条
項
が
少
な
く
、
戒
律
を
軽
視
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
曹
洞

宗
の
戒
に
関
す
る
文
献
に

一
度

で
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
理
念
が

い
か
に
高
い
次
元
で
展
開
さ
れ
て
い
る
か
は
了
解
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
伝
統
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「禅
戒

一
致
」
と
か

「禅
戒

一
如
」

な
ど
と
表

現
さ
れ
論
議
さ
れ
て
き
た
宗
意

の
極
致
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
も
あ
り
、
こ
の
方
面
は
古
来
よ
り
数
多
く
研
究
さ
れ
て
き
た
分
野

の

一
つ
で
も
あ
る
。
及
ば
ず
な
が
ら
筆
者
も
数
年
来
こ
の
分
野
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

し
か
し

一
方
で
、

一
度
に
複
数
名
の
在
家
信
徒
に
在
家
戒
と
し
て
戒

を
授
け
る
儀
式
が
、
特
に
江
戸
期
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。

い
う

と
こ
ろ
の
授
戒
会

で
あ
る
。
も
っ
と
も
在
家
人

へ
の
授
戒
そ
の
も

の
は

「授
戒
会
」

と
い
う
呼
称
が

一
般
的
に
な
る
前
か
ら
各
宗
派

で
屡
々
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
授
戒
会
と
い
う

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
そ
れ
が
有
効
な
教
化
活
動
の

一

つ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
恐
ら
く

は
檀
家
制
度

の
確
立
に

よ
り
、
檀
信
徒
が
組
織
的
に
行
動
で
き
る
、
も
し
く
は
檀
信
徒
を
組
織

的
に
動
か
せ
る
素
地
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
こ
の
方
面
の

研
究
に
関
し
て
は
、
古
く
は
儀
軌
的
側
面
か
ら
、
最
近
で
は
歴
史
的
側

面
並
び
に
教
化
的
側
面
か
ら
の
研
究
業
績
が
松
井
昭
典
氏

「授
戒
会
の

成
立
と
そ
の
伝
道
史
上
に
お
け
る
意
義
」
(『教
化
研
修
』
八
号
)
を
は
じ

め
、
幾

つ
か
存
す
る
。

さ
て
、
筆
者
の
問
題
意
識
で
あ
る
が
、

一
言

で
い
え
ば
、
曹
洞
宗
の

十
六
条
戒
の
理
念
が
教
化
実
践
と
し
て
の
授
戒
会
に

一
体
ど
の
よ
う
に

結
び

つ
く
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
点
を
多
少
な
り

と
も
明
確
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二

ま
ず
授
戒
会
が
在
家
戒
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
考
て
み
た
い
。
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周
知

の
よ
う
に
在
家
者
に
戒
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
五
戒
な

い
し
八
斎
戒
が
古
く
よ
り
授
け
ら
れ
て
き
た
。
中
国
に
な
る
と
、
こ
れ

に
十
善
戒
あ
る
い
は
三
聚
浄
戒
等
が
加
わ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
を
授
け

る
べ
き
な

の
か
、
と
い
う

こ
と
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
、

恐
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
僧
侶
の
見
識
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

従
っ
て
、
歴
史
的
に
み
て
在
家
戒
そ
の
も
の
の
存
在
に
大
き
な
問
題

が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
出
家
に
際
し
て
の
戒
と
し
て
は
、
沙
弥

戒
な
い
し
具
足
戒
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
出
家
と
在
家
と
に

は
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
。
日
本
で
円
頓
戒
と

い
う
純
粋
大
乗
戒
が
出

て
き
た
こ
と
は
革
命
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
在
家

・
出
家
の
区
別
が
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
先
学

の
業
績
か
ら
も
把
握
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば

『授
戒
会

の
研
究
』
(曹
洞
宗

宗
務
庁
)
に
よ
れ
ぼ
、
「戒
の
内
容
は
三
聚
浄
戒
が
通
例

で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
」

(三
〇
三
頁
)
と
あ
る
。
(た
だ
し
現
在
の
天
台
宗
に
お
け
る
授
戒

会
は
、
条
項
と
し
て
は
曹
洞
宗
と
同
じ
く
三
帰
戒

・
三
聚
浄
戒

・
十
重
禁
戒
の

十
六
条
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
曹
洞
宗
教
化
研
修
所
の
共
同
作
業

「各
教
団
に

お
け
る
授
戒
会
に
つ
い
て
」
(『教
化
研
修
』
二
七
号
)
に
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。)

と
こ
ろ
が
、
曹
洞
宗
の
現
状
を
み
る
限
り
、
在
家
に
も
出
家
に
も
同

じ
く
十
六
条
戒
を
授
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
定
着
す
る
の
は
江
戸
期

の
宗
学
論
争
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
八
斎
戒
、
三
聚
浄
戒
な
い

し
梵
網
四
十
八
軽
戒
等
が
適
宜
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

辺
に
つ
い
て
は

『授
戒
会
の
研
究
』
(三
五
～
四
六
頁
)
に
詳
し
い
。

さ
て
、
そ
こ
で
宗
祖
道
元
禅
師
が
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
道
元
禅
師
の
著
述
中
、
授
戒

に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
大
き
な
も
の
で

『正
法
眼
蔵
』
「受
戒
」
、

『仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』、
『出
家
略
作
法
』
、

『教
授
戒
文
』
が
あ
り
、

『出
家
略
作
法
』
を
除
い
て
は
揃

っ
て
十
六
条
戒

を
説
い
て
い
る
。
こ

こ
で
例
外
と
な
る

『出
家
略
作
法
』
で
は
、

次
戯
悔

・
三
帰

・
五
戒
、
尽
形
受
。
次
沙
弥
十

戒
、
尽
形
受
。

次
菩
薩

三
聚

浄
戒
。
従
今
身

至
仏

身
。
次
根
本
十
重
禁
戒

。
従
今
身
至
仏
身

。
各

三
拝
而

受

之
。

(春
秋
社

『
道
元
禅
師
全
集
』
六

・
一
九
六
頁
)

と
あ
り
、
三
十

一
条
戒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の

『出
家

略
作
法
』

の
各
本
を
面
山
が
校
訂
し
た
も
の
と

し
て

『得
度
略
作
法
』

が
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
三
帰
戒

・
沙
弥
戒

・
三
聚
浄
戒

・
十
重

禁
戒
の
二
十
六
条
戒
と
な
っ
て
い
る
。

「嘉
禎

三
年
」

の
奥
書
を
記
し

て
は
い
る
け
れ
ど
、
条
数
だ
け
を
み
て
も
そ
の
伝
承
が
曖
昧

で
あ
り
、

ま
た
、

「奉
請
十
方
三
世
諸
仏

・
七
仏
世
尊

・
歴
代
祖
師

・
正
法
眼
蔵

微
塵
菩
薩

・清
浄
大
戒
衆
、
同
垂
感
降
共
作
証
明
」

(『全
集
』
六
・
一
九

六
頁
)
と

い
い
、
証
明
師
と
し
て
多
く
の
仏
菩

薩
を
召
喚
し
て
お
り
、

こ
の
点
は
天
台

の

『受
菩
薩
戒
儀
』
を
想
起
せ
し
め
る
。

こ
の
よ
う
に

『出
家
略
作
法
』

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
討

を
要
す
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
在
家
戒
で

は
な
く
明
確
に
出
家

の
た
め
の
戒
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
検
討
の
対
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象
か
ら
外
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
上
記
の
著
述
群
に
も
、
在
家

・
出
家

の
差
違
は
明
確
に
さ

れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
『正
法
眼
蔵
』
の
各
所
に
関
連
記
事
が
散
見

さ
れ
る
が
、
平
川
彰
氏
は

「道
元
の
戒
観
と
律
蔵
」

に
て
、

道
元

は
正
法
眼
蔵

に
お

い
て
は
、
禅

の
修
行

に
は
、

こ
こ
ろ
ぎ
し

の
あ
り
な

し
が
重
要

で
あ
り
、
身

の
在

家
出
家

に
は
か
か
わ
ら

な

い
と

い
い
、
さ
ら
に

ま
た
得
道

の
者

こ
そ
が
尊
敬

さ
る

べ
き

で
あ
り
、
そ

こ
に
は
男
女

の
区
別

は

な

い
と
言

っ
て
い
る
。
第

一
義
諦
か
ら

い
え
ば
勿
論

こ
れ
が
正
論

で
あ
り
、
道

元

の
菩
薩
戒

の
精
神

も
こ
れ
に
合
す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
道

元

は
在
家
出
家

の
平
等
、
男
女

の
平
等
を
唱

え

つ
つ
、

し
か
し

『
出
家

』

の
巻

や

『
出
家
功
徳
』

の
巻
、
『受
戒
』
の
巻
等

で
は
、
在

家

と
出
家
と
を
差
別

し
、

出
家

の
優
位
を

み
と

め
、
出
家
受

戒
を
す

す
め
、
出
家

の
功

徳
を
強

調
し

て

い
る
。

(榑
林
皓
堂
編

『道

元
禅

の
思
想
的
研
究
』
所

収
、
四

一
八
頁
)

と
い
い
、
道
元
に
二
つ
の
立
場
を
認
め
、
こ
れ
を
第

一
義
諦
と
世
俗
諦

の
使

い
分
け
と
み
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
粟
谷
良
道
氏
は
こ
の
点
に

つ

い
て

「『正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
出
家
と
受
戒
」
に
て
、

道
元
禅

師
は

「出
家
」
を
強
調

し
た
か

っ
た

の
で
あ

り
、
特

に

「出
家
」

を

成
立

さ
せ
る
と

い
う
意
味

に
お
い
て

「受
戒
」

を
も
強

調
し

て
い
る
と
言

う

こ
と

が
で
き
る
。
た
だ

「受
戒
」

と

い
う
形
式

や

「持
戒
」

を
絶
対
視

す
る

考
え
方

に

つ
い
て
は
否
定
的

で
あ

っ
た
と
言

う

こ
と

も

で
き
る

の
で
あ
る
。

(『
宗
学
研
究
』
三
七
)

と
し
、
出
家

の
条
件
と
し
て
実
質
的
な
不
離
叢
林
と
い
う
状
況
を
挙
げ

て
お
ら
れ

る
。

出
家
す

る
た
め
に
必
ず
受
戒
が
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
も
大
き

な
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
在
家

戒
を
特
に
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

三

と
こ
ろ
で
道
元
禅
師
の
戒
律
観
を
探
る
上
で
、
も
う

一
つ

『梵
網
経

略
抄
』

(以
下

『略
抄
』)
と
い
う
書
が
重
要
視

さ
れ
る
。
黒
丸
寛
之
氏

は

「禅
戒
思
想
論
考
」
に
お
い
て
、

洞
門

に
お
け

る
禅
戒

の
思
想
は
、
究

極
的

に
は
万

初
が

『
禅
戒
紗
』

を
著

し

た
宝
暦

八
年

か
ら
遡

る

こ
と
四
百

四
十
九
年
、
延
慶

二
年

(
一
三
〇
九

)
に

稿
了

し
た

『梵

網
経
略
抄

』

の
戒

学

に
帰
す

る
結

果
と
な

っ
た
。

(
『印
度

学

仏
教
学
研
究

』

二
五
巻

一
号
)

と

い
わ
れ
て
い
る
。
『略
抄
』
は
道
元
禅
師
と
直
接
面
識
が
あ
る
経
豪

の
著
と
さ
れ
る
。
『梵
網
経
』
の
註
釈
書

で
あ

り
、
最
も
道
元
禅
師
の

戒
思
想
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
古
来
珍
重
さ
れ

て
き
た
書

で
も
あ
る
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
如
く
、
梵
網
戒
に
つ
い
て
道
元
禅
師
は

『正
法

眼
蔵
』

「洗
面
」
に
て

こ

の
梵
網
菩
薩

戒

は
、
過
去

・
現
在

・
未
来

の
諸
仏
菩
薩

、

か
な
ら
ず

過

・

現

・
当

に
受
持

し
き
た
れ
り
。

(『
全
集
』

二

・
四
八
頁

)

と
い
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
道
元
禅
師
が
梵
網
戒
を
承
認
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
十
六
条
戒

の
思
想
的
母
体
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
平
川
氏
も
、
道
元
禅
師

の
戒
文
献
の
各
所
に

『梵
網
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経
』
の
影
響
を
指
摘
し
、
「道
元
の
戒

の
基
本
的
立
場
は
、
梵
網
経
の

系
統
を

つ
い
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
(前
掲
四
一
七
頁
)
と

し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
道
元
禅
師

の
著
述
の
各
所
に
み
ら
れ
る

「十

重
禁
戒
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
背
後
に
重
戒
に
対
す
る
軽
戒
を
予
想

せ
し
め
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

平
川
氏
は
さ
ら
に
、
「梵
網
経
の
菩
薩
戒
に
は
戒

の
立
場
の
み
が
あ
っ

て
、
出
家

と
在
家
を
区
別
す
る
律
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
」
(前
掲
四

一
八
頁
)
と

い
わ
れ
、
梵
網
経
自
体
在
家

・
出
家

の
区
別
を
立
て
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
性
格
を
端
的
に
表
し
て
い
る
文

と
し
て

『梵
網
経
』
に
、

若
仏

子
、
自

説
出
家
在
家
菩

薩
比
丘
比
丘
尼
罪
過

、
教
人
説
罪
過
、
罪
過

因

罪
過
縁
罪
過
法
罪
過
業

。

(大
正
蔵

二
四

・
一
〇
〇

四
下
)

と
あ
る
。
こ
の

「出
家
在
家
菩
薩
」
と
い
う
表
現
に
、
道
心
あ
る
菩
薩

と
い
う
点

に
お
い
て
、
出
家
も
在
家
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
読
み
取

れ
よ
う
。

し
て
み
る
と
、
道
元
禅
師
の
十
六
条
戒
に
在
家

・
出
家

の
区
別
を
立

て
な
い
の
は
、
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

る
と
、
次

に
問
題
と
な
る
の
は
、
戒

に
如
何
な
る
宗
義
が
付
さ
れ
て
い

る
か
と

い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
目
に
付
く
の
が
、
あ
く
ま
で
仏
の
視
点
に
立

つ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例

え
ば

『略
抄
』
に
は
、

三
界
唯

一
心

ヲ
諸

法
実
相

ソ
ト
談

ス
ル
ト
キ
、
殺
ト

モ
不
殺
ト

モ
不
可
談
。
是

ヲ

コ
ソ
唯

一
仏
界

【仏
乗
戒
】

ト
モ

一
戒
光

明
金
剛
法
界

【宝
戒
】

ト
モ
談

ス

レ
、
殺

ス

ヘ
キ

ヲ
不
殺
ト

ハ
此
仏
戒

ノ
時

ハ
不
破
談
也
。
～

(中
略
)

～

可
知

、
一
切
ノ
仏

ノ
大
乗
戒

ノ
中

二
不
殺
生

ア
リ
。
所
謂
不
殺
生

ト
云

ハ
、
殺

ノ
始
終

ニ
ア
ラ

ス
、
只
不
殺

ナ
リ
。
喩

ヘ
ハ
諸
悪
莫

作

ノ
莫
作

二
習

ヘ
シ
。
生

ト
云

ハ
死

ノ
前
後

ヲ
云

ニ
ア
ラ

ス
、
只
不
殺

生
ナ

リ
。
喩

ヘ
ハ
生
也
全
機

現

ナ

ル

ヘ
シ
。

(『蒐
書

大
成

』

一
四

・
四
八
八

～
四
八
九
頁

)

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
時
間
と
空
間
を
取
り
払

っ
た
、
い
わ
ゆ

る
証
上
の
修
の
立
場
に
立
っ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う

し
た
理
念
の
極
致
に
な
る
と
、

所
謂
不
殺
死
、
不
殺
唯
心
、
不
殺
三
界
也
。
不
殺
無

情
也
、
不
殺
有
情
也
、
不

殺
不
殺
也

、
不
殺

一
戒
也
、
不
殺
十
戒

也
。
是
森

羅
百
草

ノ
自
道
取
也
。
以

此
道
取
仏
戒
受
持

ノ
功
徳
ト
云
、
此
外
更

果

ヲ
待
事
不
可
有
。
(
『蒐
書
大
成
』

十

四

・
四
八
九
頁
)

と
、
種
々
の
応
用
が
展
開
さ
れ
る
。

こ
れ
は

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

「但

一

戒

ヲ
説

二
十
戒
モ
ソ
ナ

ハ
リ
十
戒
ヲ
説

一二

戒

ト
極

マ
ル
也
」

(『蒐
書

大
成
』
十
四
・
四
八
七
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、

一
戒
を
本
当
の
意
味
で
獲

得
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
戒
が
同
時
に
備
わ
る
と
い
う
理
屈
に
な
る
。

従
っ
て
そ
こ
に
は

一
分
行
と
か
少
分
行
と
い
っ
た
区
別
は
生
じ
得
ず
、

満
分
か
無
戒
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ

ら

に

『
略

抄

』

は

、

此
戒

ハ

一
切
衆
生

ヲ
殺

ヲ
以
テ
持
戒

ノ
相
ト

ス

ル
ナ
リ
。
今

ノ
殺
衆

生
ト
云

ハ
、
生

ヲ
見

ニ
ア
ラ

ス
、
死

ヲ
見

二
非

ス
。

只

一
戒
光
明
金
剛
宝
戒

ノ
道
理

ナ
リ
。

シ
カ
ア

レ
ハ
受

仏
戒
時
、
流
転

ノ
皮
肉

骨
髄
不
可
有
。
位
同
大
覚
位
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十
六
条
戒
と
授
戒
会

に

つ
い
て

(晴

山
)

ト
云
故
。
今

ノ
位

同
大
覚
位

ナ
リ
ト
云

ハ
位

同
衆

生
位
ト
心
得

ヘ
シ
。

(『
蒐

書
大
成
』

一
四

・
四
九
〇
頁

)

と
説
き
、
受
戒

の
対
象
と
な
る
身
は
三
界
を
流
転
す
る
肉
体
な
の
で
は

な
く
、
仏
性
そ
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

つ
ま
り
、
宗
義
上
、
坐
禅
を
し
て
い
る
姿
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
受
戒
を
し
て
い
る
姿
が
そ
の
ま
ま
仏
と
し
て
現
成

し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
禅
戒

一
如
の
面
目
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
て
み
る
と
、
曹
洞
宗

の
授
戒
会
は
単
な
る
結
縁

で
は
な
く
、
そ

こ
に
仏
行

が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(註

記
略
)

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

授

戒
会
、
道
元
、
十
六
条
戒

(曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
研
究
員
)
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